
は
じ
め
に
～

介
護
を
支
え
る
四
つ
の
社
会
の
仕
組
み

　

日
本
で
は
、
世
界
で
も
類
を
見
な
い
ほ
ど

の
ス
ピ
ー
ド
で
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
、
介
護
・
年
金
・
医
療
な
ど
社
会
保
障
制

度
の
国
民
生
活
に
占
め
る
重
要
性
が
ま
す
ま

す
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
社
会
保
障
の
仕
組

み
は
、「
自
助
」、「
互
助
」、「
共
助
」、「
公

助
」
と
い
う
四
つ
の
考
え
方
が
土
台
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
考
え
方
は
、
国
民
が
抱
え

る
生
活
課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
「
誰
が
ど

う
い
っ
た
役
割
で
ど
の
程
度
負
担
す
る
の

か
」
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
た
も
の
で
す
。

　

一
つ
目
の
「
自
助
」
は
、
自
ら
の
健
康
に

注
意
を
払
い
健
康
診
断
を
受
け
る
な
ど
し

て
、
自
発
的
に
病
気
や
介
護
の
予
防
に
取
り

組
む
こ
と
。
二
つ
目
の
「
互
助
」
は
、
自
治

会
な
ど
の
住
民
組
織
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
な
ど
に
よ
る
自
発
的
な
支
え
合
い
。
三

つ
目
の
「
共
助
」
は
、
介
護
保
険
の
よ
う
な

制
度
化
さ
れ
た
費
用
・
サ
ー
ビ
ス
の
相
互
扶

助
を
い
い
、
被
保
険
者
か
ら
徴
収
し
た
保
険

料
や
税
金
に
よ
り
、
国
民
が
相
互
に
支
え

合
う
こ
と
。
四
つ
目
の
「
公
助
」
は
、「
自

助
」、「
互
助
」、「
共
助
」
で
は
対
応
で
き
な

い
困
窮
に
対
す
る
生
活
保
護
な
ど
が
該
当
し

ま
す
。

　

親
に
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
「
互

助
」
だ
け
で
対
応
で
き
な
け
れ
ば
、「
共
助
」

で
あ
る
公
的
介
護
保
険
制
度
の
利
用
を
考
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

公
的
介
護
保
険
と
は
40
歳
以
上
の
人
が
全

員
加
入
す
る
社
会
保
険
で
、
財
源
の
50
％
は

介護の相談、最寄りの
地域包括支援センターや
市区町村の窓口に
高齢者の介護負担が話題に上がることが増えてきました。
介護する側・される側がともに65歳以上の高齢者である「老老介護」や、介護す
る側が介護と仕事の両立が困難となり仕事を辞めてしまう「介護離職」など、介護
は、世代を問わず、気になるテーマです。今回は、介護相談編として、家族に介
護が必要になりそうな状況になった際、

「どこで、だれに相談するべきか」、「どの
ような対応が必要なのか」を整理します。
監修／岡本典子（ファイナンシャル・プランナー）

高
齢
の
親
に
い
ず
れ
介
護
が

必
要
に
な
り
そ
う
で
す
。

ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

被
保
険
者
の
支
払
う
保
険
料
で
、
残
り
の
50

％
は
公
費
（
国
や
都
道
府
県
、
市
区
町
村
に
よ

る
負
担
金
）
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。
各
市
区
町

村
に
お
け
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
総
事
業
費

用
が
異
な
る
た
め
、
公
費
の
負
担
割
合
や
支
払

う
保
険
料
は
市
区
町
村
ご
と
に
異
な
り
ま
す

【
図
表
１
・
２
】。

　

65
歳
以
上
の
第
１
号
被
保
険
者
は
、
原
因
を

問
わ
ず
、
介
護
が
必
要
と
認
定
さ
れ
れ
ば
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
40
～
64
歳
の
第
２
号
被
保
険
者
は
、
16
種

類
の
「
特
定
疾
病
」
に
よ
り
介
護
が
必
要
と
認

定
さ
れ
た
場
合
の
み
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
ま
す
。
原
則
と
し
て
か
か
っ
た
費
用

の
１
割
が
自
己
負
担
（
一
定
以
上
の
所
得
が
あ

る
人
は
、
２
割
も
し
く
は
３
割
の
自
己
負
担
）

で
す
。

家
族
に
介
護
が
必
要
だ
と
感
じ
た
ら

ま
ず
は
地
域
の
窓
口
に
相
談

　

親
に
介
護
の
必
要
を
感
じ
た
際
に
は
、
専
門

家
に
相
談
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
重
要
で
す
が
、
正
し
い
情
報
が
な
け
れ
ば
、

適
切
な
解
決
策
の
提
案
を
受
け
る
こ
と
は
困
難

で
す
。
よ
い
サ
ポ
ー
ト
を
得
る
た
め
に
も
、
ま

ず
は
親
の
現
状
の
心
身
状
態
を
把
握
し
ま
し
ょ

う
。
周
り
の
家
族
の
目
か
ら
見
て
、
親
に
ど
の

よ
う
な
様
子
や
変
化
が
見
ら
れ
る
か
を
観
察
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、「
生
活
に
支
障
が
生
じ
た
点
」
も
押

さ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
親
が
自
宅
で
生
活
す

る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
で
き
て
い
た
行
動

の
な
か
で
で
き
な
く
な
っ
た
も
の
を
挙
げ
て
い

き
ま
す
。
１
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
、

散
歩
や
階
段
の
上
り
下
り
、
入
浴
、
排
泄
な
ど

細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
例
え

ば
、「
１
人
で
着
替
え
が
で
き
な
く
な
り
、
介

助
が
必
要
と
な
っ
た
」、「
足
腰
が
弱
り
、
２
階

の
寝
室
か
ら
１
階
の
お
風
呂
場
ま
で
移
動
で
き

な
く
な
っ
て
き
た
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
介
護

日
誌
を
付
け
た
り
メ
モ
を
と
っ
た
り
す
る
な

ど
、
時
系
列
で
ま
と
め
て
お
く
こ
と
が
相
談
の

際
に
非
常
に
役
に
立
ち
ま
す
。

　

そ
の
う
え
で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
必
要

性
を
感
じ
た
と
き
は
、
最
寄
り
の
「
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
や
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
の

役
所
な
ど
に
あ
る
「
高
齢
者
の
介
護
に
関
す
る

窓
口
」
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
親
と
離
れ
て
暮

ら
し
て
い
る
場
合
は
、
自
分
で
は
な
く
実
際
に

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
親
が
住
む

地
域
の
窓
口
に
相
談
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

電
話
で
相
談
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
最
寄
り
の
窓
口
の
電
話
番

号
を
調
べ
て
連
絡
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。



「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
、
中
学
校

の
各
学
区
（
お
お
む
ね
人
口
２
～
３
万
人
の
範

囲
）
を
「
日
常
生
活
圏
域
」
と
し
て
設
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
主
に
市
区
町
村
な
ど
の

自
治
体
が
設
置
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護

認
定
の
申
請
の
み
な
ら
ず
、
医
療
、
介
護
、
福

祉
、
虐
待
な
ど
幅
広
い
相
談
に
対
応
し
、
介
護

予
防
教
室
な
ど
も
開
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
成

年
後
見
制
度
の
紹
介
な
ど
、
地
域
の
高
齢
者
福

祉
の
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
、
高
齢
者
の
生
活

全
般
を
支
え
て
い
ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
は
、「
社
会
福
祉
士
」、「
保
健
師
」、「
主
任
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」
の
資
格
を
持
っ
た
３
種
類
の
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
い
ま
す
【
図
表
３
】
。



「
高
齢
者
の
介
護
に
関
す
る
窓
口
」
は
、「
介

護
保
険
課
」、「
高
齢
者
福
祉
課
」
な
ど
自
治
体

に
よ
っ
て
名
称
は
異
な
り
ま
す
が
、
介
護
保
険

の
申
請
の
み
な
ら
ず
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
全
般
的
な
案
内
や
、
介
護
保
険
制
度
の

適
用
を
受
け
る
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
）
の
入
所
に
関
す
る
相
談
も
可

能
で
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
市
区
町
村
の
窓

口
以
外
の
相
談
場
所
と
し
て
は
、「
社
会
福
祉

協
議
会
」
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
福

祉
の
推
進
を
目
的
に
、
市
区
町
村
単
位
で
設
置

さ
れ
た
半
官
半
民
の
民
間
団
体
で
す
。
ま
た
、

認
知
症
の
疑
い
が
あ
る
と
き
は
、「
認
知
症
疾

患
医
療
セ
ン
タ
ー
」
に
相
談
し
ま
す
。
こ
ち
ら

は
、
各
都
道
府
県
か
ら
指
定
さ
れ
た
医
療
機
関

が
そ
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
全
国
で
４
千
カ

所
以
上
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
こ
が
指
定

医
な
の
か
は
、
か
か
り
つ
け
医
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
も
教
え
て
も
ら
え
ま
す
。

申
請
か
ら
サ
ー
ビ
ス
開
始
ま
で

相
談
か
ら
30
日
間
程
度

　

専
門
家
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
介
護
保

険
の
利
用
が
必
要
と
な
れ
ば
、
ま
ず
は
、
最

寄
り
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
市
区
町
村

に
あ
る
窓
口
に
、
要
介
護
認
定
の
申
請
を
行
な

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ど
の
程
度
の
要
介

23%

27%

12.5%

12.5%

25%

新宿区の
負担金

東京都の
負担金

国の負担金

保険料公 費

50%50%

65歳以上の方
（第1号被保険者）の

保険料

40歳から
64歳までの方

（第2号被保険者）の
保険料

【図表１】 公的介護保険制度の負担構成の割合（東京都新宿区の例）

（出所） 新宿区介護保険べんり帳（平成30年度版）

監修／岡本典子（ファイナンシャル・プランナー）

高
齢
の
親
に
い
ず
れ
介
護
が 今

回
の
ご
質
問

事業運営期間 １人当たり月額
（基準額の全国平均）

第１期 2000年度～2002年度 2,911円

第２期 2003年度～2005年度 3,293円

第３期 2006年度～2008年度 4,090円

第４期 2009年度～2011年度 4,160円

第５期 2012年度～2014年度 4,972円

第６期 2015年度～2017年度 5,514円

第７期 2018年度～2020年度 5,869円

【図表２】 第1号保険料の全国平均の推移

（出所） 厚生労働省「（参考）１号保険料と２号保険料の推移」

06くらし塾 きんゆう塾 2018年秋号



は
じ
め
に
～

介
護
を
支
え
る
四
つ
の
社
会
の
仕
組
み

　

日
本
で
は
、
世
界
で
も
類
を
見
な
い
ほ
ど

の
ス
ピ
ー
ド
で
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
、
介
護
・
年
金
・
医
療
な
ど
社
会
保
障
制

度
の
国
民
生
活
に
占
め
る
重
要
性
が
ま
す
ま

す
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
社
会
保
障
の
仕
組

み
は
、「
自
助
」、「
互
助
」、「
共
助
」、「
公

助
」
と
い
う
四
つ
の
考
え
方
が
土
台
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
考
え
方
は
、
国
民
が
抱
え

る
生
活
課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
「
誰
が
ど

う
い
っ
た
役
割
で
ど
の
程
度
負
担
す
る
の

か
」
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
た
も
の
で
す
。

　

一
つ
目
の
「
自
助
」
は
、
自
ら
の
健
康
に

注
意
を
払
い
健
康
診
断
を
受
け
る
な
ど
し

て
、
自
発
的
に
病
気
や
介
護
の
予
防
に
取
り

組
む
こ
と
。
二
つ
目
の
「
互
助
」
は
、
自
治

会
な
ど
の
住
民
組
織
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
な
ど
に
よ
る
自
発
的
な
支
え
合
い
。
三

つ
目
の
「
共
助
」
は
、
介
護
保
険
の
よ
う
な

制
度
化
さ
れ
た
費
用
・
サ
ー
ビ
ス
の
相
互
扶

助
を
い
い
、
被
保
険
者
か
ら
徴
収
し
た
保
険

料
や
税
金
に
よ
り
、
国
民
が
相
互
に
支
え

合
う
こ
と
。
四
つ
目
の
「
公
助
」
は
、「
自

助
」、「
互
助
」、「
共
助
」
で
は
対
応
で
き
な

い
困
窮
に
対
す
る
生
活
保
護
な
ど
が
該
当
し

ま
す
。

　

親
に
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
「
互

助
」
だ
け
で
対
応
で
き
な
け
れ
ば
、「
共
助
」

で
あ
る
公
的
介
護
保
険
制
度
の
利
用
を
考
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

公
的
介
護
保
険
と
は
40
歳
以
上
の
人
が
全

員
加
入
す
る
社
会
保
険
で
、
財
源
の
50
％
は

被
保
険
者
の
支
払
う
保
険
料
で
、
残
り
の
50

％
は
公
費
（
国
や
都
道
府
県
、
市
区
町
村
に
よ

る
負
担
金
）
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。
各
市
区
町

村
に
お
け
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
総
事
業
費

用
が
異
な
る
た
め
、
公
費
の
負
担
割
合
や
支
払

う
保
険
料
は
市
区
町
村
ご
と
に
異
な
り
ま
す

【
図
表
１
・
２
】。

　

65
歳
以
上
の
第
１
号
被
保
険
者
は
、
原
因
を

問
わ
ず
、
介
護
が
必
要
と
認
定
さ
れ
れ
ば
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
40
～
64
歳
の
第
２
号
被
保
険
者
は
、
16
種

類
の
「
特
定
疾
病
」
に
よ
り
介
護
が
必
要
と
認

定
さ
れ
た
場
合
の
み
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
ま
す
。
原
則
と
し
て
か
か
っ
た
費
用

の
１
割
が
自
己
負
担
（
一
定
以
上
の
所
得
が
あ

る
人
は
、
２
割
も
し
く
は
３
割
の
自
己
負
担
）

で
す
。

家
族
に
介
護
が
必
要
だ
と
感
じ
た
ら

ま
ず
は
地
域
の
窓
口
に
相
談

　

親
に
介
護
の
必
要
を
感
じ
た
際
に
は
、
専
門

家
に
相
談
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
重
要
で
す
が
、
正
し
い
情
報
が
な
け
れ
ば
、

適
切
な
解
決
策
の
提
案
を
受
け
る
こ
と
は
困
難

で
す
。
よ
い
サ
ポ
ー
ト
を
得
る
た
め
に
も
、
ま

ず
は
親
の
現
状
の
心
身
状
態
を
把
握
し
ま
し
ょ

う
。
周
り
の
家
族
の
目
か
ら
見
て
、
親
に
ど
の

よ
う
な
様
子
や
変
化
が
見
ら
れ
る
か
を
観
察
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、「
生
活
に
支
障
が
生
じ
た
点
」
も
押

さ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
親
が
自
宅
で
生
活
す

る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
で
き
て
い
た
行
動

の
な
か
で
で
き
な
く
な
っ
た
も
の
を
挙
げ
て
い

き
ま
す
。
１
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
、

散
歩
や
階
段
の
上
り
下
り
、
入
浴
、
排
泄
な
ど

細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
例
え

ば
、「
１
人
で
着
替
え
が
で
き
な
く
な
り
、
介

助
が
必
要
と
な
っ
た
」、「
足
腰
が
弱
り
、
２
階

の
寝
室
か
ら
１
階
の
お
風
呂
場
ま
で
移
動
で
き

な
く
な
っ
て
き
た
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
介
護

日
誌
を
付
け
た
り
メ
モ
を
と
っ
た
り
す
る
な

ど
、
時
系
列
で
ま
と
め
て
お
く
こ
と
が
相
談
の

際
に
非
常
に
役
に
立
ち
ま
す
。

　

そ
の
う
え
で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
必
要

性
を
感
じ
た
と
き
は
、
最
寄
り
の
「
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
や
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
の

役
所
な
ど
に
あ
る
「
高
齢
者
の
介
護
に
関
す
る

窓
口
」
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
親
と
離
れ
て
暮

ら
し
て
い
る
場
合
は
、
自
分
で
は
な
く
実
際
に

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
親
が
住
む

地
域
の
窓
口
に
相
談
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

電
話
で
相
談
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
最
寄
り
の
窓
口
の
電
話
番

号
を
調
べ
て
連
絡
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。



「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
、
中
学
校

の
各
学
区
（
お
お
む
ね
人
口
２
～
３
万
人
の
範

囲
）
を
「
日
常
生
活
圏
域
」
と
し
て
設
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
主
に
市
区
町
村
な
ど
の

自
治
体
が
設
置
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護

認
定
の
申
請
の
み
な
ら
ず
、
医
療
、
介
護
、
福

祉
、
虐
待
な
ど
幅
広
い
相
談
に
対
応
し
、
介
護

予
防
教
室
な
ど
も
開
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
成

年
後
見
制
度
の
紹
介
な
ど
、
地
域
の
高
齢
者
福

祉
の
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
、
高
齢
者
の
生
活

全
般
を
支
え
て
い
ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
は
、「
社
会
福
祉
士
」、「
保
健
師
」、「
主
任
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」
の
資
格
を
持
っ
た
３
種
類
の
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
い
ま
す
【
図
表
３
】
。



「
高
齢
者
の
介
護
に
関
す
る
窓
口
」
は
、「
介

護
保
険
課
」、「
高
齢
者
福
祉
課
」
な
ど
自
治
体

に
よ
っ
て
名
称
は
異
な
り
ま
す
が
、
介
護
保
険

の
申
請
の
み
な
ら
ず
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
全
般
的
な
案
内
や
、
介
護
保
険
制
度
の

適
用
を
受
け
る
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
）
の
入
所
に
関
す
る
相
談
も
可

能
で
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
市
区
町
村
の
窓

口
以
外
の
相
談
場
所
と
し
て
は
、「
社
会
福
祉

協
議
会
」
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
福

祉
の
推
進
を
目
的
に
、
市
区
町
村
単
位
で
設
置

さ
れ
た
半
官
半
民
の
民
間
団
体
で
す
。
ま
た
、

認
知
症
の
疑
い
が
あ
る
と
き
は
、「
認
知
症
疾

患
医
療
セ
ン
タ
ー
」
に
相
談
し
ま
す
。
こ
ち
ら

は
、
各
都
道
府
県
か
ら
指
定
さ
れ
た
医
療
機
関

が
そ
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
全
国
で
４
千
カ

所
以
上
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
こ
が
指
定

医
な
の
か
は
、
か
か
り
つ
け
医
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
も
教
え
て
も
ら
え
ま
す
。

申
請
か
ら
サ
ー
ビ
ス
開
始
ま
で

相
談
か
ら
30
日
間
程
度

　

専
門
家
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
介
護
保

険
の
利
用
が
必
要
と
な
れ
ば
、
ま
ず
は
、
最

寄
り
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
市
区
町
村

に
あ
る
窓
口
に
、
要
介
護
認
定
の
申
請
を
行
な

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ど
の
程
度
の
要
介

※各専門分野だけではなく、チーム体制で迅速に対応します。 （出所） 岡本典子氏作成

【図表３】 地域包括支援センターのスタッフについて

社会福祉士 保健師 主任ケアマネジャー

保有する資格
社会福祉士、または高齢者保健福祉に

関する相談業務などに３年以上従事した
社会福祉主事

保健師、または介護・福祉・医療分野に
ついて経験ある看護師

介護支援専門員

役割
総合相談支援業務

権利擁護業務
介護予防

ケアマネジメント
包括的・継続的

ケアマネジメント
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護
度
に
値
す
る
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
市
区

町
村
の
訪
問
調
査
員
が
や
っ
て
来
ま
す
の
で
、

心
身
の
状
態
や
環
境
な
ど
に
関
す
る
74
の
ア
ン

ケ
ー
ト
項
目
に
正
確
に
回
答
し
ま
す
。
そ
の
折

に
、
介
護
日
誌
や
メ
モ
を
付
け
て
い
た
場
合
は

渡
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
か
か
り
つ
け
医
を
受
診
（
い
な
い

場
合
も
こ
の
と
き
ま
で
に
は
決
め
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
）
し
、「
主
治
医
の
意
見
書
」
を

書
い
て
も
ら
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
と

主
治
医
の
意
見
書
を
基
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
よ
り
１
次
判
定
が
出
ま
す
。
そ
れ
ら
と
特
記

事
項
と
な
る
介
護
日
誌
や
メ
モ
も
参
考
に
、
介

護
認
定
審
査
会
で
、
２
次
判
定
と
し
て
、
そ
の

人
の
要
支
援
度
・
要
介
護
度
が
決
定
さ
れ
ま
す

【
図
表
４
】。

　

決
定
は
介
護
者
本
人
の
自
宅
宛
て
に
郵
送
で

通
知
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
窓
口
で
の
相

談
か
ら
決
定
の
通
知
が
届
く
ま
で
に
、
30
日
程

度
か
か
り
ま
す
。

　

も
し
、
判
定
に
納
得
が
い
か
な
い
場
合
は
、

不
服
の
申
立
て
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
要
支

援
・
要
介
護
者
は
短
期
間
で
体
調
が
変
化
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
た
後
も
要
支
援
・
要
介
護
度
の
変
更

申
請
が
で
き
ま
す
【
図
表
５
】。

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立
て
る
に
あ
た
っ
て
は

介
護
さ
れ
る
側
の
希
望
を
読
み
取
っ
て

　

要
介
護
認
定
の
判
定
が
届
き
該
当
す
る
と
の

結
果
に
な
っ
た
ら
、
次
は
実
際
に
要
介
護
・
要

支
援
の
度
数
に
応
じ
て
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
た
め
の
準
備
を
し
ま
す
。
こ
の
段
階
で

は
、
地
域
の
各
介
護
事
業
所
に
い
る
専
門
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
相
談
し
な
が
ら
、
ケ
ア
プ
ラ

ン
を
作
成
し
て
も
ら
い
ま
す
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
の

作
成
は
無
料
で
す
。

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
を
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

依
頼
す
る
場
合
で
も
、
す
べ
て
任
せ
る
の
で
は

な
く
、
介
護
者
本
人
や
周
り
の
家
族
に
と
っ
て

意
義
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
よ
う
、
検
討
や

相
談
を
重
ね
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
こ
で
も

親
の
心
身
状
態
に
関
す
る
メ
モ
な
ど
を
活
用
す

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

人
柄
や
性
格
は
も
と
よ
り
、
既
往
症
や
ア
レ

ル
ギ
ー
と
い
っ
た
身
体
状
況
の
ほ
か
、
趣
味
や

行
動
パ
タ
ー
ン
、
食
べ
物
の
嗜
好
、
友
人
や
近

所
づ
き
あ
い
な
ど
の
交
友
関
係
を
整
理
し
て
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
伝
え
る
こ
と
で
、
本
人
の

希
望
や
家
族
の
環
境
に
よ
り
寄
り
添
っ
た
ケ
ア

プ
ラ
ン
が
実
現
で
き
ま
す
。

最
後
に
～

　

こ
こ
ま
で
、
介
護
保
険
制
度
の
概
要
と
、
親

の
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
ど
こ
に
相
談

し
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
取
れ
る
の
か
、
解
説

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
元
気
に
暮
ら
し
て

い
た
親
に
、「
自
分
の
身
の
回
り
の
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
」、「
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
る
」
と

い
う
症
状
が
現
れ
る
と
、
子
ど
も
と
し
て
は
そ

の
事
実
を
認
め
難
く
、
他
人
に
助
け
を
求
め
づ

ら
い
面
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

先
の
見
え
な
い
不
安
な
介
護
。
要
介
護
度
が
重

く
な
る
ほ
ど
、
介
護
の
負
担
も
増
し
て
き
ま

す
。
実
際
に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
、
心
身
の
状
況
の
把
握

や
専
門
家
へ
の
相
談
、
行
政
手
続
き
の
準
備
な

ど
、
周
り
の
家
族
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
作

業
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
し
、
あ
る
程
度
の
時

間
が
必
要
で
す
。
困
っ
た
り
迷
っ
た
り
し
た
と

き
は
、
家
族
の
み
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず
は
、

親
の
住
ん
で
い
る
エ
リ
ア
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
市
区
町
村
の
窓
口
に
相
談
し
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
味
方
に

す
る
こ
と
を
意
識
し
て
く
だ
さ
い
。
家
族
全
員

が
一
丸
と
な
り
、
役
割
を
分
担
し
て
、
う
ま
く

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

2
次
判
定（
要
介
護
認
定
）

要
支
援
度
・
要
介
護
度
決
定
の
連
絡（
郵
送
通
知
）

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
相
談
）

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
契
約

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
ス
タ
ー
ト

不
服
の
申
立
て

（出所） 岡本典子氏作成

【図表５】 公的介護保険制度サービス利用までの流れ

申　
　

請

訪　

問　

調　

査

ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答

1
次
判
定

主
治
医
の
意
見
書

特
記
事
項

介護日誌・メモ

・市区町村の窓口
・地域包括支援
  センター

30日間程度

要支援２/要介護1※

（出所） 厚生労働省老人保健課「要介護認定の仕組みと手順」

【図表４】 要介護状態区分別の状態像

 ■起き上がり■立ち上がり

 ■片足での立位■日常の意思決定■買い物

 ■歩行■洗身■つめ切り■薬の内服■金銭の管理■簡単な調理

 ■寝返り■排尿■排便■口腔清潔 ■上衣の着脱■ズボン等の着脱

 ■座位保持■両足での立位 ■移乗
 ■移動■洗顔■整髪

 ■麻痺（左下肢） ■食事摂取
 ■外出頻度■短期記憶

低
下
し
て
い
る
日
常
生
活
能
力
の
目
安

要支援１ 要介護2 要介護3 要介護5要介護4

※適切な介護予防サー
ビスの利用により、状
態の維持や、改善が見
込まれる人については

「要支援 2」と認定さ
れる。
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被
害
に
あ
い
な
が
ら
加
害
者
に
？

「
携
帯
電
話
契
約
詐
欺
」

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
の
ア
ル
バ
イ
ト
勧
誘
や
消
費
者
金
融

業
者
の
甘
い
融
資
条
件
な
ど
身
近
に
あ
る
誘
惑
か
ら
、使
う
つ

も
り
の
な
い
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
携
帯
電
話
を
複
数
台

購
入
さ
せ
ら
れ
、
そ
れ
を
だ
ま
し
と
ら
れ
て
し
ま
う「
携
帯
電

話
契
約
詐
欺
」。
し
か
も
だ
ま
さ
れ
た
消
費
者
が
、同
時
に
、携

帯
電
話
会
社
に
対
す
る
加
害
者
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
と
い

う
怖
い
手
口
。
無
知
や
軽
い
気
持
ち（
欲
）が
重
大
な
問
題
に
発

展
し
て
し
ま
い
ま
す
。

使
う
つ
も
り
の
な
い
携
帯
電
話
を

購
入
さ
せ
る
単
純
な
手
口

「
携
帯
電
話
契
約
詐
欺
」の
代
表
的
な
手
口
で
あ
る
ア
ル
バ
イ

ト
勧
誘
で
は
、「
携
帯
電
話
を
数
台
契
約
す
る
だ
け
で
お
金
が

も
ら
え
る
」、「
携
帯
電
話
本
体
料
金
も
利
用
料
金
も
支
払
う
必

要
が
な
く
、
契
約
し
た
携
帯
電
話
さ
え
渡
せ
ば
Ｏ
Ｋ
」な
ど
の

宣
伝
文
句
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
掲
示
し
、軽

い
気
持
ち
で
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
に
応
じ
た
学
生
な
ど
を
言
葉
巧

み
に
誘
導
し
ま
す
。
携
帯
電
話
を
何
台
も
契
約
さ
せ
、
契
約
後

の
携
帯
電
話
を
ア
ル
バ
イ
ト
業
者
の
指
定
先
に
送
っ
て
し
ま
う

と
、
そ
の
業
者
と
は
連
絡
が
取
れ
な
く
な
り
ま
す
。
や
が
て
、

携
帯
電
話
会
社
か
ら
届
い
た
多
数
の
請
求
書
の
金
額
を
支
払
う

こ
と
に
な
り
、「
だ
ま
さ
れ
た
」と
気
が
付
く
わ
け
で
す
。

そ
の
ほ
か
、市
場
調
査
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
装
っ
た
勧
誘
も
あ

り
ま
す
。商
品
を
評
価
す
る
た
め
の
覆
面
調
査
と
い
う
名
目
で
、

携
帯
電
話
を
複
数
台
購
入
さ
せ
ま
す
。「
す
ぐ
解
約
す
る
の
で

問
題
な
い
」と
い
わ
れ
る
も
の
の
、
携
帯
電
話
を
ア
ル
バ
イ
ト

業
者
に
す
べ
て
渡
し
た
後
、連
絡
が
取
れ
な
く
な
り
ま
す
。

ア
ル
バ
イ
ト
勧
誘
は
、「
簡
単
に
誰
で
も
出
来
る
内
容
」な
の

で
、
若
者
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
も
狙
わ
れ
や
す
い
手
口
で
も

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ア
ル
バ
イ
ト
以
外
に
よ
く
あ
る
手
口
が
、
融
資
を
受
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